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2010 年 3 月 14 日の福島県沖の地震 
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１. 地震の概要 

 

1.1 地震の概要 

 気象庁発表による地震の概要を以下に示す（暫定値を含む）。 

①地震の名称 ：なし（2010 年 3 月 14 日 17時 08 分ころの福島県沖の地震） 

②発生日時  ：2010 年 3月 14 日（火）17時 08 分 

③震源地  ：福島県沖 （37.70N、141.90E 防災科学技術研究所） 

④震源深さ  ：40km 

⑤マグニチュード ：6.7 

⑥各地の震度 ：震度 5弱～福島県楢葉町、震度 4～岩手県内陸部､宮城県南部､福島県会津 

⑦発生機構     ：西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型(速報値)、太平洋プレートと

陸のプレートの境界付近で発生した地震 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 震度分布図（気象庁） 
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2. 観測加速度  

2.1 K-NET 及び KiK-net 観測加速度 

 表 2.1 K-NET 及び KiK-net 観測地点の概要 

※最大加速度は K-NET、KiK-net(地表)より 

 

2.2 強震観測網加速度分布図（K-NET、 KiK-net） 

・ K-NET 及び KiK-net で観測された地表での最大加速度分図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 K-NET、KiK-net 観測加速度分布図 

K-NET 

コード 観測点名 地表面最大加速度 gal 計測震度 震央距離 km 

FKS006 葛尾 171.8 - 103 

MYG002 歌津 141.7 - 119 

MYG004 築館 130.2 - 138 

FKS010 広野 123.3 - 95 

FKS005 原町 119.4 - 81 

KiK-net 

コード 観測点名 地表面最大加速度 gal 計測震度 震央距離 km 

MYGH01 仙台 152.9 - 99 

FKSH20 浪江 125.6 - 84 

MYGH10 山元 123.5 - 92 

MYGH11 河北 117.4 - 102 
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3．強震観測記録 

3.1 強震観測記録の概要（K-NET） 

（1）地盤状況 

K-NET 葛尾（FKS006）は、表層から 5.8m 付近まで盛土及び表土層で、N値は 5以下の軟弱な地層であ

り、5.8～7.2m間が N値 5以下の粘性土層である。それ以深の 10ｍまでは風化岩が分布するが N値は 10

～20 と低く、Vs＜400m/s である。 

K-NET 歌津（MYG002）は、表層から 4m まで砂質土層であり、N 値は 10 以下である。それ以深は 10m

付近まで N値 50 以上の岩盤が分布している。6m 以深は Vs＞400m/s である。 

K-NET 築館（MYG004）は、表層から 1.2m 付近まで粘性土、それ以深は 10ｍまで岩盤(風化岩)で N 値

15～50 を示し、4m 以深は Vs＞400m/s である。 

 

（2）時刻歴波形 

K-NET 葛尾（FKS006）は、水平動が上下動の約 3.5 倍の加速度を観測しており、水平動では東西方向

と南北方向ほぼ同じ加速度を観測している。最大加速度は極端なスパイク状の部分ではない。 

K-NET 歌津（MYG002）は、同じく水平動の方が上下動より大きな加速度(3～4 倍)を観測しており、水

平動では南北方向の方が東西方向よりも大きな加速度を観測している。 

K-NET 築館（MYG004）は、同じく水平動の方が上下動より大きな加速度(5 倍)を観測しており、水平

動では南北方向の方が東西方向よりも若干大きな加速度を観測している。 

 

（3）応答スペクトル 

 地震動の応答スペクトル解析（h＝5％）を実施した（解析区間は 50 秒）。 

 K-NET 葛尾（FKS006）は、加速度応答スペクトルで 0.24 秒付近に卓越周期が確認できる。また、速度

応答スペクトルでも 0.25 秒付近に卓越周期が確認できる。いずれも明確なピークを示している。 

K-NET 歌津（MYG002）は、加速度・速度応答スペクトルとも 0.11 秒付近に卓越周期が確認でき、応答

値は、500～700gal と 7～11kine である。 

K-NET 築館（MYG004）は、加速度応答スペクトルでは 0.1～0.2秒付近に卓越周期が確認できる。 

また、速度応答スペクトルでは 0.15～0.7 秒付近に卓越周期が確認できる。 

いずれにしても今回の地震は、水平方向が大きな揺れを観測しており、南北方向と東西方向はほぼ同

じ大きさである。 
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加速度時刻歴波形              

 

地層状況  

 

図 3.1 K-NET 葛尾（FKS006）観測記録並びに応答スペクトル解析結果 
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          加速度時刻歴波形          

 

地質状況 

 

図 3.2 K-NET 歌津（MYG002）観測記録並びに応答スペクトル解析結果 
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          加速度時刻歴 

 

地層状況 

 

図 3.3 K-NET 築館（MYG004）観測記録並びに応答スペクトル解析結果 
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3.2 強震観測記録の概要（KiK-net） 

（1）時刻歴波形 （KiK-net 仙台(YGH01）） 

KiK-net（地表―地中同時観測)で一番大きな加速度が観測された KiK-net 仙台(YGH01）を記載する。

地表に設置された加速度計の三成分（NS,EW,UD）では、水平動が上下動より大きな加速度(3～3.7 倍)

を観測しており、南北方向が最大で 152.9gal の加速度を観測している。 

 

図 3.4 KiK-net 仙台(YGH01）地表での観測記録 

 

図 3.5 KiK-net 仙台(YGH01）地中での観測記録 
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（2）KiK-net 仙台(YGH01）の応答スペクトル 

KiK-net で観測された最大の加速度であった KiK-net 仙台(YGH01）の地表での応答スペクトル解析結

果（h＝5％）及び柱状図を示す。加速度応答スペクトルでは水平方向(NS)のものが大きな値を示し 0.17

秒付近が最大で 900gal、上下方向では 0.1 秒付近で 170gal と短い周期で非常に大きな値を示す。 

 

図 3.6  KiK-net 仙台(YGH01）地表面の応答スペクトル及び柱状図 

地質状況は、柱状図より地表面から 90m までは未固結地盤で、60m 付近まで Vs=210m/s の砂層、60m

～90m 間は Vs=560m/s を示す、砂、シルト質砂、砂質シルトで構成される。それ以深は砂岩と頁岩の互

層が主体で、250m までが Vs=1750m/s を示し、650m までが Vs=2450m/s、それ以深が Vs=3260m/s と相当

速い速度を示している。孔底の GL－1236m 付近に地中の地震計が設置されている。 

地表面と地中の応答スペクトルを比較すると、NS 成分を示すが、特に 0.17 秒付近で地中から地表へ

の増幅が多い。いずれにしても今回の地震波の特性は短い周期のものが卓越していることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7  KiK-net 仙台(YGH01）NS 方向、地表面と地中の応答スペクトル  
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3.3 関東平野での揺れ（K-NET つくば）） 

変位時刻歴波形（つくば）          

 

地質状況(つくば) 

 

 

図 3.8 K-NET つくばの観測記録並びに変位応答スペクトル解析結果 

 図 3.8 に示すように、地震の長周期成分は関東平野にも伝わってきたことが確認できる。2～3秒程度

の長周期成分が卓越した増幅特性を表している。 
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3.4 距離減衰 

 今回の地震の距離減衰を図 3.9 に示す。 

 

図 3.9 距離減衰（防災科学技術研究所） 

 

3.5 最近発生した被害地震の応答スペクトル 

 最近発生した被害地震の応答スペクトル(加速度・速度)を参考までに図 3.10に示す。 

 

※1995 年兵庫県南部地震の神戸海洋気象台は、最も被害が大きかった地区からやや離れている。 

図 3.10 最近の被害地震の加速度・速度応答スペクトルの比較 

加速度応答スペクトル

0

1000

2000

3000

4000

5000

0.1 1.0 10.0
周期（s）

加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
ga
l)

柏崎　NS

小千谷　NS

2007能登半島地震（輪島NS）

2004年新潟県中越（小千谷 EW）

2003年十勝沖（苫小牧EW)

1995年兵庫県南部(神戸海洋気象台NS)

速度応答スペクトル

0

100

200

300

400

500

0.1 1.0 10.0
周期（s）

速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
ki
n
e
)

柏崎　NS
小千谷　NS
2007能登半島地震（輪島NS）
2004年新潟県中越（小千谷 EW）
2003年十勝沖（苫小牧EW)
1995年兵庫県南部(神戸海洋気象台NS)



- 11 – 
株式会社 東建ジオテック 

5 参考文献等 

1）気象庁：「2010 年 3 月 14日福島県沖の地震」の資料 

2）防災科学技術研究所強震観測記録（K-NET、KiK-NET）：地震波形等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震調査担当 株式会社東建ジオテック 本社 技術本部 

○報告書作成 

・株式会社東建ジオテック 技術本部・地震部会 
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